

































んき I』、『げんき II』を使用）2 年（4 学期）で終えたレベルである。なお、本学
の日本語コースは、1学期は 15週間で、90分授業を週 3回行っている。JPN5と JPN6 
のコースの目的は、日本語能力試験 N2 レベルに合格するための日本語能力の養成
である。JPN5 と JPN6 の双方で使用されている教材は、筆者を含めてプロジェク
ト・チームを組み、本学教員によって開発されたものである。また、関西外国語大






















































































































































































男女比： 男子学生 14 名 女子学生 14 名 
国籍：  アメリカ 17 名、中国 5名、カナダ、イギリス、オーストラリア、 
ドイツ、スペイン、フィンランド、アイスランド各 1名 
 母語：  英語 18名、中国語 4名、 
スペイン語、ロシア語、アイスランド語、フィンランド語各 1 名 
  専攻：  日本語 7 名、国際ビジネス 3 名、経済学 2名、日本研究 2名 など 
 
2018年度春学期 
男女比： 男子学生 12 名 女子学生 15 名 




 母語：  英語 15名、スペイン語 3名、 
ロシア語、ハンガリー語各 1 名 
  専攻：  日本語 8 名、アジア研究 3名、国際ビジネス 2名、映画製作 2 名、 
国際関係 2名、英語 2 名 など 
 
2018年度秋学期 
男女比： 男子学生 8名 女子学生 18 名 
国籍：  アメリカ 17 名、イタリア 2 名、ロシア 2名、 
韓国、台湾、スペイン各 1名 
 母語：  英語 14名、中国語 3名、ロシア語 2名、イタリア語 2 名 
韓国語、広東語、アラビア語、スペイン語各 1名 











図１によると、筆者が担当した JPN5 コースの 3 学期留学生総数 81 名のうち、
明確な場面は特定できないが、とにかく日常生活全般で日本人と話す時と回答した
学生が 50 名で、一番多かった。誰と話したいのか回答した学生のうち、30 名以上
の学生が、日本人の友人（日本人学生）と話す時と答え、その他は、ホストファミ
リーと話す時 6 名、日本人の店員と話す時 3名、料理の注文時 2名、日本人の彼氏




























交関係 2 名、英語を教える時 4名、エンジニア関係 1名、米空軍 1名、日本で起業

































































































































１.  You :  ねぇ、まきちゃん。 
(e.g a name of the artists you like)                  の曲って、 
よく聞く？ 




２.   You :   ゆうじって、ひまな時、何をしてるの？ 
   ゆうじ: 実は今、スマホのゲームアプリに、はまっているんだ。 
        毎晩                  ほど、やっちゃうんだ。 
 
３.  [自分のことを教えてください。] 
    まき： ねぇ、今、夢中になってることって、何かある？ 
   You :  そうだなぁ。                     かな。 
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